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息の長いプロジェクトに育てるために、
金融機関はどのように力を発揮できるのか。
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ICT 等の新技術を用いて持続可能

な都市の実現を目指すスマートシ

ティ。日本各地で取り組みが進んで

いる。

しかし、一過性のプロジェクトに終

わらせることなく、将来的に事業の

継続性や経済性をどう担保していく

か、成功への確かな道筋はまだ見え

ていない。

スマートシティのファイナンスにお

ける課題にどう対応すべきか。

都市を革新するために金融機関は何

に挑戦すべきか。

内外の識者に聞いた。

スマートシティを
ファイナンスする



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

　

デ
ジ
タ
ル
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
技
術
を
用
い
て
、
よ
り
効
率
的
で
持
続
可
能
な
都
市
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
。
気
候
変

動
へ
の
対
応
な
ど
、
都
市
が
抱
え
る
多
様
な
課
題
へ
の
解
決
策
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
世
界
各
地
で
取
り
組
み
が
進
む
。
し

か
し
、
成
功
へ
の
道
筋
は
ま
だ
確
か
で
は
な
い
。
先
進
事
例
と
さ
れ
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
マ
ス
ダ
ー
ル
・
シ
テ
ィ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
幅
に
延

期
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
の
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
・
ト
ロ
ン
ト
も
中
止
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
市
民
の
共
感
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
も
新
た
な
経
済
機
会
の
創
出
以
上
に
重
視
す
べ
き
は
市
民
の
幸
福
度
へ
の
寄
与
と
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
で
何
を
目
指
す
の
か
、
行
政
や
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
を
含
め
た
全
て
の
関
係
者
が
認
識
を
一
致
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
号
で
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
や
課
題
を
ど
う
考
え
る
か
、
特
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
か
ら
事
業
の
継
続
性
や
経
済
性
を
ど

う
担
保
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
も
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
よ
う
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
、
六
名
の
識
者
に
話
を
伺
っ
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

都
市
は
、
市
民
に
と
っ
て
共
有
地
を
意
味
す
る
「
コ
モ
ン
ズ
」
で
あ
る
。
都
市
の
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
て

も
、
公
共
性
が
高
い
た
め
に
、
建
設
や
整
備
・
管
理
の
費
用
を
市
民
が
直
接
支
払
う
わ
け
で
は
な
い
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
開
発
は
現
在
、

政
府
の
補
助
金
に
よ
っ
て
主
に
賄
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
数
十
年
と
い
う
長
い
期
間
で
事
業
を
展
開
し
て
い
く
に
は
、
継
続
的
な
資

金
調
達
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
に
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
や
課
題
が
あ
り
、
そ
の
難
し
さ
を
乗
り
越
え
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

金
融
機
関
に
二
五
年
以
上
勤
務
し
、
世
界
各
地
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
関
わ
っ
た
経
験
を
持
つ
ラ
ン
ス
・
カ
ワ
グ
チ
氏
（
脳
腫
瘍
治
療

財
団
）
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
適
し
た
枠
組
み
と
し
て
、
官
民
連
携
で
あ
る
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
を
挙
げ
て
い
る
。
当
初
の
資
金
は
政
府
が
出

し
て
開
発
リ
ス
ク
を
と
り
、
そ
れ
を
民
間
金
融
機
関
で
借
り
換
え
る
形
式
と
す
る
。
そ
こ
に
各
種
企
業
が
参
入
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

て
収
益
を
出
す
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
望
ま
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
と
い
う
。
民
間
金
融
機
関
が
よ
り
参
入
し
や
す
く

な
る
た
め
の
具
体
的
な
工
夫
に
つ
い
て
も
提
案
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
投
資
手
法
に
つ
い
て
の
執
筆
も
あ
る
浅
川
博
人
氏
（
株
式
会
社
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
基
礎
研
究
所
）
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
産
運
用
会
社
が
組
成
・
運
用
す
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
せ
っ
か
く
新
技
術
に
投
資
を
し
て
も
技
術
進
歩

に
よ
り
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
「
技
術
リ
ス
ク
」
に
対
し
て
、
フ
ァ
ン
ド
が
特
定
の
技
術
に
秀
で
た
事
業
会
社
と
業
務
提
携
を
結
ぶ
こ
と
で
、

連
携
し
て
対
処
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、「
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
標
準
化
す
る
」
こ
と
に
も
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
そ

う
だ
。
標
準
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
複
数
の
都
市
に
展
開
す
る
こ
と
で
規
模
の
経
済
が
働
き
、
収
益
性
が
向
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
ス
キ
ー
ム
だ
け
で
は
限
界
も
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
可
能
性

を
ど
う
高
め
ら
れ
る
か
。
国
際
連
合
特
別
顧
問
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
氏
は
、
都
市
の
災
害
デ
ー
タ
を
基
に
行
う
リ
ス
ク
評
価
を
活

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る

― 

都
市
の
革
新
に
挑
戦
す
る
金
融

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

取
締
役
会
長

東 

和
浩
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KEY
WORDS

　

金
融
機
関
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
と
と
も
に
あ
っ
た
。
地
域
が
衰
退
し
て
い
る
の
に
、
金
融
機
関
が
単
独
で
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
地
域
と
と
も
に
あ
る
金
融
機
関
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
信
頼
が
あ
り
、
そ
の
厚
い
信
頼
の
上
に
、
地
域
の
住
民
や
企
業
の
情
報

を
お
預
か
り
す
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
一
つ
の
企
業
や
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
た
単
位
で
投
融

資
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
参
入
を
機
に
地
域
を
「
市
民
×
エ
リ
ア
×
デ
ー
タ
」
で
捉
え
、
三
者
の
価
値
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
市
民
の
幸
福
度
を
最
大
化
す
る
、
と
い
う
発
想
に
切
り
替
え
て
み
る
。

　

現
在
、
銀
行
業
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
へ
と
変
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
の
常
識
と
さ
れ
て
き
た
行
動
や
枠
組

み
に
捉
わ
れ
ず
、
都
市
の
革
新
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

用
し
て
融
資
条
件
が
変
動
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
方
法
を
提
唱
す
る
。
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
を
、
都
市
の
回
復
力
の
価
値
を
測
る
モ
デ
ル
と

組
み
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
で
、
投
融
資
の
促
進
に
つ
な
げ
る
。　

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、「
誰
と
（
何
と
）」「
ど
の
よ
う
に
」
連
携
す
る
か
が
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
鍵
を
握
り
そ
う
だ
。

金
融
機
関
こ
そ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
中
軸
を
担
え

　

デ
ー
タ
活
用
が
、
住
民
、
企
業
、
行
政
、
投
資
家
を
つ
な
ぐ
。
そ
の
連
携
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
地
域
の
進
化
と
い

え
る
。
そ
の
よ
う
な
連
携
が
価
値
向
上
の
要
と
な
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
、
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。

　

政
府
系
金
融
機
関
に
も
所
属
す
る
菊
池
武
晴
氏
（
一
般
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
）
に
よ
る
と
、
金
融
機
関
は
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
形
に
し
て
い
く
た
め
の
、
異
業
種
の
企
業
や
自
治
体
を
含
め
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
調
整
役
」
を
果
た
す
べ
き
だ
と
い
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
異
業
種
同
士
を
つ
な
ぐ
の
は
、
金
融
機
関
こ
そ
出
番
が
あ
る
と
す
る
。

　

会
津
若
松
市
の
ス
マ
ー
ト
化
を
主
導
し
て
き
た
中
村
彰
二
朗
氏
（
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
株
式
会
社
）
も
、
市
民
の
同
意
を
得
て
デ
ー
タ
を

収
集
・
運
用
す
る
た
め
の
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
に
、
金
融
機
関
も
関
与
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
市
民
・
地
域
が
主
体

と
い
う
理
念
に
加
え
て
、
事
業
の
経
済
性
を
高
め
る
上
で
も
、
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
金
融
機
関
が
参
加
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

金
融
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
観
点
か
ら
提
言
を
寄
せ
る
の
は
、
山
本
英
生
氏
（
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
）
だ
。
ま
ず
は
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
」
こ
そ
が
、
金
融
機
関
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
果
た
す
べ
き
役
割
だ
と
述
べ
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
地
域
の
デ
ー

タ
を
一
括
し
て
把
握
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
も
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
だ
と
い
う
指
摘
だ
。

　

三
氏
の
提
言
は
い
ず
れ
も
、
預
金
・
融
資
・
為
替
と
い
う
従
来
の
銀
行
の
三
大
業
務
を
越
え
て
、
金
融
業
の
射
程
を
広
げ
て
い
る
。

東 

和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
長
。
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
取

締
役
会
長
を
兼
務
。

リ
ス
ク
と
課
題
、
市
民
の
幸
福
、
金
融
機
関
の
役
割
、
都
市
の
革
新
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識　者　に　問　う

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る

課
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
何
か
。

インタビュー実施：2021 年 6 月～ 7 月
聞き手：鈴木壮介（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

データと資金が生む好循環
国際連合 特別顧問ダニエル・スタンダー

KEY
WORDS

レジリエンス・ファイナンス、都市リスク、リスクリターンの明確化、
ハザードデータ

スマートシティの特性を踏まえた
資金調達手法を探れ

三井住友トラスト基礎研究所 上席主任研究員浅川博人

KEY
WORDS 持続性のあるファイナンス、マネタイズ、技術リスク、インパクト投資

広範にデータを活用し、
金融ビジネスの可能性を広げる

株式会社NTTデータ 金融事業推進部 デジタル戦略推進部長山本英生

KEY
WORDS キャッシュレス決済、センシングファイナンス、データの信用性

異業種連携の調整役となれ
一般財団法人日本経済研究所 イノベーション創造センター センター長菊池武晴

KEY
WORDS

ブラウンフィールド型、コンソーシアムの調整役、
ソーシャル・インパクト・ボンド、成果連動型官民連携

デジタル時代の地域経営の中核に
アクセンチュア・イノベーションセンター福島
センター共同統括 マネジング・ディレクター中村彰二朗

KEY
WORDS オプトイン方式、都市OS、地域経済のCFO、デジタル地域通貨

脳腫瘍治療財団 CEOランス・カワグチ
金融機関の参画で、官民連携を機能させよ

KEY
WORDS 官民連携 PPP、関係者の認識、時間軸、リスクの引き受け手
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識
者
に
問
う

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
課
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

金
融
機
関
の
参
画
で
、

官
民
連
携
を
機
能
さ
せ
よ

ラ
ン
ス・カ
ワ
グ
チ

脳
腫
瘍
治
療
財
団
Ｃ
Ｅ
Ｏ

C
E

O
, C

ure B
rain C

ancer 
Foundation

は
二
五
年
を
超
え
る
金
融
機
関
で
の
勤
務
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
、
中
東
な
ど
各
地
の
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
は
、
官
民
が
連
携
す

る
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
が
最
適
だ
と
考
え
て
い
る
。
政
府
が
最
初
の
資
金
を
拠
出
し
、
そ
の
後
、
民
間
金
融
機
関
で

借
り
換
え
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
こ
に
各
種
企
業
が
参
入
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
収
益
を
出
す

―
こ
の
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
望
ま
し
い
経
済
モ
デ
ル
だ
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
点
は
、
た
と
え
政
府
が
潤
沢
に
補
助
金
を
出
し
て
も
、
資
金
だ
け

で
は
成
功
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
関
係
者
が
達
成
内
容
に
つ
い
て
バ
ラ
バ
ラ
の
理
解
を
し
て
い
た
ら
事
業

は
失
敗
す
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
関
係
者
の
認
識
を
一
致
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

そ
れ
に
は
、
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
時
間
軸
の
認
識
で
あ
る
。
公
共
部
門
は
三
〇
年
～

五
〇
年
を
必
要
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
考
え
が
ち
な
の
に
対
し
、
金
融
機
関
は
二
～
三
年
単
位
の
利
益
に

関
心
が
あ
る
。
金
融
機
関
が
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
改
善
策
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
い
時
間
軸
で
収

益
を
得
る
仕
組
み
が
生
ま
れ
れ
ば
、
関
係
者
は
歩
み
寄
れ
る
。
第
二
に
、
リ
ス
ク
の
引
き
受
け
手
に
つ
い
て

カ
ワ
グ
チ
氏
は
、
母
親
が
癌
で
亡
く
な
る
直
前
に
交
わ
し
た
約

束
を
契
機
に
脳
腫
瘍
治
療
財
団
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
転
身
し
た
。
本
稿
で

は
、
長
年
関
わ
っ
て
い
た
金
融
業
界
で
、
世
界
各
地
の
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
を
支
援
し
て
き
た
経
験
を
も
と
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

私の
認
識
の
共
有
で
あ
る
。
銀
行
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
ク
イ
テ
ィ
に
積
極
的
に
参
画
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

政
府
が
開
発
リ
ス
ク
を
と
り
、
民
間
が
収
益
事
業
の
リ
ス
ク
を
取
る
。
資
金
を
一
つ
の
銀
行
の
み
で
引
き
受

け
る
の
で
は
な
く
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
を
組
ん
で
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
な
ど
、
現
実
的
な
対
応
が
賢
明
だ
。

そ
の
際
に
、
契
約
の
あ
り
方
も
考
慮
す
べ
き
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
そ
の
間
に
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
も
進
化
す
る
。
情
勢
の
変
化
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
契
約
途
中
で
も
契
約
内
容
の
見

直
し
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
再
交
渉
や
契
約
解
除
の
機
会
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

私
が
住
む
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
理
想
的
な
投
資
先
だ
。
人
口
は
沿
岸
部
に
集
中
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的

に
提
供
で
き
る
の
に
加
え
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
を
強
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
。
海
外
の
直
接
投
資
を
歓

迎
し
、
他
国
に
は
な
い
安
定
的
な
投
資
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
同
国
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
世
界
的
な
リ

ー
ダ
ー
に
な
る
可
能
性
は
高
く
、
投
資
の
促
進
は
、
国
民
や
海
外
投
資
家
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
だ
。

　

究
極
的
に
は
、
金
融
機
関
は
、
収
益
性
を
追
い
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
金
融
機
関
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド

シ
フ
ト
、
つ
ま
り
、
都
市
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
市
民
生
活
の
向
上
に
対
し
て
、
政
治
的
に
中
立
の
立
場

で
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
銀
行
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
等
、
二
五
年
以
上
に
わ
た
り
世
界
各
地
の
金
融
業
界
で

経
験
を
積
み
、
そ
の
間
に
オ
ー
プ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
等
、
銀
行
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
記
事
を
多
く
執
筆
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ

Ｃ
で
は
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ッ
ド
を
務
め
た
。
二
〇
二
一
年
か
ら
現
職
。
財
団
の
組
織
改
革
に
取
り
組
み
、

脳
腫
瘍
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
団
結
、
そ
の
生
存
率
と
生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
人
種
や
性
別
の
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、「BAM

E 100 Board Talent Index

」
等
、
数
多
く
の
賞
を
受
賞
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
校
卒
業
。

ラ
ン
ス
・
カ
ワ
グ
チ
（Lance Kawaguchi

）

Vanessa Ratten〔2019〕

Entrepreneurship, Innovation and Smart Cities
Routledge Frontiers of Business Management
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識
者
に
問
う

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
課
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
特
性
を
踏
ま
え
た

資
金
調
達
手
法
を
探
れ

浅
川
博
人

三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト

基
礎
研
究
所

上
席
主
任
研
究
員

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
永
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
支
え
る
資
金
調

達
に
は
、
政
府
の
補
助
金
や
民
間
の
寄
付
金
の
よ
う
な
一
過
性
の
資
金
だ
け
で
は
な
く
、
長
期
的
な

投
資
に
対
応
で
き
る
「
持
続
性
の
あ
る
」
手
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

一
方
で
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
根
幹
を
な
す
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
そ
れ
を
活
用
し
た
事
業
モ
デ
ル
は
日
進
月

歩
の
分
野
な
の
で
、
せ
っ
か
く
投
資
し
た
新
技
術
で
あ
っ
て
も
数
年
後
に
は
陳
腐
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
さ
ら
に
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
よ
う
に
公
共
性
が
高
く
、
地
域
間
の
違
い
が
大
き
い
事
業
は
、
一
般

的
に
「
マ
ネ
タ
イ
ズ
（
収
益
化
）」
や
そ
れ
に
基
づ
く
長
期
的
な
投
融
資
が
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
こ
う
し
た
特
性
を
踏
ま
え
た
資
金
調
達
手
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。

　

こ
の
難
題
を
克
服
す
る
試
み
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
産
運
用
会
社

は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
・
運
用
し
て
い
る
。
特
定
の

技
術
に
秀
で
た
事
業
会
社
と
フ
ァ
ン
ド
が
業
務
提
携
し
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
標
準
化
し
て
、
そ
れ
を
複

ス数
の
都
市
に
展
開
す
る
も
の
だ
。
こ
う
し
た
仕
組
み
な
ら
、技
術
上
の
ト
ラ
ブ
ル
や
陳
腐
化
（
い
わ
ゆ
る
「
技

術
リ
ス
ク
」）
に
、
事
業
会
社
と
フ
ァ
ン
ド
が
連
携
し
て
対
処
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
フ
ァ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ

の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
設
置
事
業
な
ど
に
投
資
し
て
お
り
、
一
〇
年
以
上
の
長
い
期
間
を
か
け
て
回
収
す
る
。

技
術
リ
ス
ク
な
ど
の
課
題
を
克
服
す
る
手
法
と
し
て
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
公
共
性
が
高
い
も
の
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
が
難
し
い
事
業
に
対
し
て
は
、「
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
」
と
い

う
金
融
手
法
の
活
用
を
検
討
で
き
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
は
、
投
資
の
成
果
と
し
て
、
経
済
的
な
リ
タ
ー
ン

と
合
わ
せ
て
、
社
会
・
環
境
面
の
効
果
に
着
目
す
る
も
の
で
、
国
内
外
で
急
速
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
は
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
対
象
と
な
り
得
る
事

業
が
多
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
地
域
社
会
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
、
そ
の
課
題
を
熟
知
す
る
地
元
の
金
融
機

関
が
、
こ
の
手
法
の
活
用
を
通
じ
て
果
た
せ
る
役
割
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
多
く
は
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
社
会
実
装
の
段
階
に
入
る
。
金
融
機
関
は
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
か
ら
地
域
の
協
議
会
な
ど
に
参
加
し
、
そ
の
地
域
特
有
の
社
会
課
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
そ
の
上
で
、
そ
の
課
題
解
決
に
欠
か
せ
な
い
長
期
的
な
融
資
や
投
資
が
可
能
と
な
る
「
バ
ン
カ
ブ
ル

（bankable

）」
な
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

株
式
会
社
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
基
礎
研
究
所
に
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
イ
ン
フ
ラ
投
資
等
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。

二
〇
二
一
年
三
月
公
表
『
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
を
支
え
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
手
法
の
研
究
』
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手

法
を
体
系
的
に
調
査
・
研
究
し
た
希
少
な
報
告
書
。
一
九
九
七
年
に
三
井
物
産
株
式
会
社
入
社
。
同
社
で
国
内
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
組
成
、
イ
ン
フ
ラ
フ
ァ
ン
ド
組
成
・
運
用
等
を
経
験
。
二
〇
二
〇
年
よ
り
現
職
。
執
筆
実
績
に
『
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
２
０
２
５　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
／
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
編
』（
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
基
礎
研
究
所
・
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
著
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
二
〇
年
）
他
。

浅
川
博
人
（
あ
さ
か
わ
・
ひ
ろ
と
）

三井住友トラスト基礎研究所〔2021〕

スマートシティ開発を支える投資ファンド手法の研究
（公益財団法人トラスト未来フォーラム委託研究）

http://www.trust-mf.or.jp/business/pdf/download/20210324.pdf
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識
者
に
問
う

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
課
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊
ダ
ニエ
ル・

ス
タ
ン
ダ
ー

国
際
連
合 

特
別
顧
問

市
は
、
経
済
と
人
間
の
発
展
の
成
果
で
あ
り
、
推
進
力
で
も
あ
る
。
ま
さ
に
人
類
に
と
っ
て
の
「
資

産
」
だ
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
。
一
方
で
、

世
界
中
の
多
く
の
都
市
は
、
財
政
面
で
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
資
金
の
不
足
は
都
市
の
効
率
を
低
下
さ
せ
、

発
展
を
妨
げ
る
悪
循
環
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
気
候
変
動
や
災
害
も
加
担
し
、
都
市
の
持
続
可
能

な
発
展
が
危
う
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
解
決
す
る
方
法
は
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
「
共
通
通
貨
」
で
あ
る
デ
ー
タ
は
、
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
上
の
「
共
通
通
貨
」
に
も
な
る
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
運
営
が
改
善
す
る
見

込
み
が
立
つ
。
同
様
に
、
デ
ー
タ
を
根
拠
に
客
観
的
な
収
益
を
算
出
す
る
こ
と
で
、
資
本
を
呼
び
込
む
こ
と

が
で
き
る
。
デ
ー
タ
の
共
有
は
、
悪
循
環
を
逆
転
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
生
む
。
利
害
関
係
者
の
都
市
リ
ス
ク
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
が
可
能
に
な
る
か
ら
だ
。

　

標
準
的
な
も
の
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
気
候
変
動
に
強
靭
な
交
通
機
関
の
た
め
に
発
行
す
る
パ
ラ
メ
ト

リ
ッ
ク
型
の
大
災
害
ボ
ン
ド
（
注
一
）
が
あ
る
。
よ
り
革
新
的
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
が
、
二
〇
一
七
年
の

都ハ
リ
ケ
ー
ン
後
に
登
場
し
た
。
積
極
的
に
減
災
対
策
に
投
資
す
る
行
政
に
よ
り
高
い
報
酬
を
与
え
る
点
で
、

革
新
的
だ
。
英
国
政
府
が
設
計
し
た
四
つ
の
金
融
商
品
は
こ
れ
に
類
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ズ
報
告
書
（
注
二
）

が
取
り
上
げ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
年
迄
の
進
捗
を
振
返
り
、
三
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
た
。

　

こ
の
手
法
は
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
収
集
す
る
高
解
像
度
で
正
確
、
客
観
的
に
検
証
可
能
な
「
ハ
ザ
ー
ド
デ

ー
タ
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
一
貫
し
た
デ
ー
タ
収
集
、
責
任
あ
る
開
示
に
よ
っ
て
、
都
市
は

新
た
な
金
融
手
法
や
投
資
家
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
る
。
リ
ス
ク
情
報
に
基
づ
い
た
計
画
が
策
定
で

き
、
信
用
格
付
け
機
関
か
ら
の
支
持
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、

リ
ス
ク
を
効
果
的
に
評
価
し
、
都
市
の
回
復
力
の
価
値
を
分
析
す
る
モ
デ
ル
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
技
術
力
を
高
め
、
不
適
切
な
規
制
の
枠
組
み
を
改
革
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

す
べ
て
は
現
実
の
デ
ー
タ
か
ら
始
ま
る
。
デ
ー
タ
収
集
と
環
境
整
備
に
投
資
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
し
得
る
と
同
時
に
、
資
本
力
の
あ
る
投
資
家
に
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
を
明
確
に
で
き
る
。
デ
ー

タ
主
導
型
の
都
市
は
、
気
候
変
動
へ
の
強
靭
性
を
高
め
、
資
金
調
達
を
も
可
能
に
す
る
。

　

言
い
換
え
る
と
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
は
、
相
互
に
補
強
し

合
い
、
成
長
を
創
出
し
、
繁
栄
の
好
循
環
を
生
む
。
都
市
を
強
く
す
る
手
段
だ
。

国
連
の
特
別
顧
問
と
し
て
リ
ス
ク
と
金
融
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
気
候
変
動
や
潜
在
的
な
災
害
に
直
面
し
て
も
、
資
本
家
が
責
任
あ
る

投
資
先
を
見
い
だ
す
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。Resilient Cities Network 

副
議
長
。Risk M

anagem
ent 

Solutions

グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
務
め
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
修
士
。

ダ
ニ
エ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
（Daniel Stander

）

Alice C. Hill・Leonardo Martinez-diaz〔2019〕

Building a Resilient Tomorrow
How to Prepare for the Coming Climate Disruption

Oxford University Press

デ
ー
タ
と
資
金
が
生
む
好
循
環

（
注
一
） 

リ
ス
ク
と
リ
ン
ク
し
た
証
券
の
一
種
。
自
然
災
害
が
発
生
し
、
所
定
基
準
が
満
た
さ
れ
る
と
資
金
調
達
が
で
き
る
。
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
型
は
、

災
害
の
実
損
合
計
額
で
は
な
く
、
台
風
の
風
速
や
特
定
地
域
に
お
け
る
洪
水
の
浸
水
度
合
い
な
ど
自
然
現
象
の
数
値
を
基
準
と
す
る
。

（
注
二
） LLOYD’S （2018

） innovative finance for resilient infrastructure
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識
者
に
問
う

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
課
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

異
業
種
連
携
の
調
整
役
と
な
れ

菊
池
武
晴

一
般
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
市
民
の
く
ら
し
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
だ
。

地
域
交
通
、
医
療
・
福
祉
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
、
防
災
等
、
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ハ
ー
ド

設
備
を
伴
う
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
新
し
い
街
を
作
っ
て
イ
ン
フ
ラ
を
一
か
ら
整
備
す
る
「
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
型
」
は
、
当
初
か
ら
多
額
の
資
金
が
必
要
に
な
る
。
だ
が
、
日
本
で
は
、
既
に
人
々
が

住
む
街
で
Ｉ
Ｔ
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
生
活
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
「
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
型
」
が
多

い
。
当
初
の
実
証
段
階
で
は
、
補
助
金
や
中
核
企
業
の
自
己
資
金
で
賄
う
こ
と
が
通
常
で
、
日
本
で
は
ま
だ

こ
の
段
階
の
も
の
が
多
い
。
事
業
化
・
実
装
化
と
な
り
ハ
ー
ド
設
備
を
伴
う
段
階
に
な
れ
ば
、
金
融
機
関
か

ら
資
金
調
達
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
当
面
、
金
融
機
関
の
出
番
は
無
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
違
う
。
む
し
ろ
、
別
の
重
要
な
役

割
が
あ
る
。
金
融
機
関
が
果
た
す
べ
き
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
形
に
し
て
い
く
た
め
の
、
異

業
種
の
複
数
企
業
や
自
治
体
を
含
め
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
調
整
役
で
あ
る
。
自
治
体
は
住
民
へ
の
説
明
な

ど
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
は
不
得
意
だ
。
ア
イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て
、

スど
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
く
か
を
考
え
る
の
は
、
金
融
機
関
が
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
ろ
う
。
金
融
機
関
の

持
つ
地
域
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
や
情
報
が
こ
こ
で
生
き
て
く
る
。
初
期
段
階
で
は
混
沌
と
し
て
い
て
多
少
時
間

は
か
か
る
で
あ
ろ
う
が
、
形
が
で
き
れ
ば
、
長
期
的
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
出
番
に
も
つ
な
が
る
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
相
性
の
よ
い
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
と
し
て
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
」

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
課
題
が
複
雑
化
し
官
の
財
政
上
の
制
約
が
強
ま
る
中
で
、
事
業
者
の
「
成

果
に
応
じ
て
」、
資
金
提
供
者
に
配
当
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
成
果
連
動
型
の
官
民
連
携
手
法
だ
。
成
果
を

測
定
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
評
価
指
標
）
に
は
、「
糖
尿
病
患
者
を
減
ら
す
た
め
の
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
率
」

と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
の
入
手
が
可
能
な
項
目
を
設
定
す
る
。
現
在
、
ま
だ
案
件
自
体
は
多
く
な
い
が
、
こ
の

ス
キ
ー
ム
適
用
の
可
否
や
自
治
体
・
政
府
と
の
連
携
、
投
資
な
ど
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
の
金
融
機
関
の
参
画
が

求
め
ら
れ
る
。
社
会
的
要
請
に
応
え
て
い
く
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
金
融
機
関
が
積
極
的
に
参
画
し
て
ノ
ウ

ハ
ウ
を
積
み
、
真
に
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
事
業
化
段

階
で
は
不
可
欠
だ
。

一
般
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
に
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
づ
く
り
（
ｉ
Ｈ
ｕ
ｂ
）
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
企
画

等
に
従
事
。
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
業
務
企
画
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
課
長
を
兼
務
し
、
資
金
提
供
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
た
新
事
業
支
援
に
も
取
り
組
む
。
同
行
の
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
課
長
や
内
閣
府
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
室
、
環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
へ
の
出

向
、
関
西
支
店
次
長
等
を
経
て
、
現
職
。
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
も
精
通
。
著
書
に
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
成
長
戦
略
』（
共

著
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
一
五
年
）。
東
京
大
学
卒
業
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
（
環
境
経
営
学
）。

菊
池
武
晴
（
き
く
ち
・
た
け
は
る
）

紺野 登〔2020〕

イノベーション全書
東洋経済新報社
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識
者
に
問
う

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
課
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
地
域
経
営
の
中
核
に

中
村
彰
二
朗

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
福
島

セ
ン
タ
ー
共
同
統
括

マ
ネ
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
地
域
で
価
値
あ
る
デ
ー
タ
を
生
み
出
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
人
流
の
よ
う
な
匿
名
デ
ー
タ
は
、
い
く
ら
巨
大
で
も
金
銭
的
価
値
は
生
ま
な
い
。
価
値
を
創

出
す
る
デ
ー
タ
と
は
、
地
域
住
民
の
行
動
履
歴
や
購
買
履
歴
、
健
康
情
報
、
家
庭
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
情
報

を
、
住
民
ご
と
に
区
分
し
た
デ
ー
タ
だ
。
個
々
人
の
生
活
に
関
す
る
複
数
の
分
野
の
デ
ー
タ
を
横
断
的
に
つ

な
げ
る
こ
と
で
、
有
益
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
。

　

価
値
あ
る
デ
ー
タ
の
構
築
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
理
念
に
市
民
が
共
感
し
、
デ
ー
タ
活
用
の
明
確
な
同

意
を
得
る
こ
と
（
オ
プ
ト
イ
ン
）
が
前
提
と
な
る
。
福
島
県
会
津
若
松
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
市
民
の
意
思
で
、
デ
ー
タ
を
地
域
や
産
業
の
発
展
の
た
め
に
活
用
す
る
「
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
」
を

徹
底
し
て
い
る
。
市
民
に
明
確
な
同
意
を
い
た
だ
い
た
上
で
得
た
デ
ー
タ
を
「
都
市
Ｏ
Ｓ
」
と
い
う
地
域
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
運
用
す
る
こ
と
で
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
、
多
く
の
領
域
で
市
民

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
市
民
・
地
域
が
主
体
と
い
う
理
念
に
加
え
、
事
業
の
経
済
性
を
高
め
る
上
で
も
、

金
融
機
関
や
地
元
の
経
営
者
に
、そ
の
運
営
に
関
与
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
会
津
若
松
市
の「
都

市
Ｏ
Ｓ
」
は
、
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
法
人
が
運
営
し
て
お
り
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
を
代
行
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
は
負
担
金
を
活
用
し
て
い
る
。
二
〇
～
三
〇
年
の
長
期
イ
ン
フ
ラ
フ
ァ
ン
ド
が
あ
れ
ば
、
安
定

継
続
的
な
運
営
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
に
は
、
地
域
経
済
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（
最
高
財
務
責
任
者
）
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
た
い
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
含
め
て
、
中
小
企
業
に
は
Ｃ
Ｆ
Ｏ
が
不
足
し
て
い
る
。
特
に
地
方
銀
行
に
は
、
Ｉ
Ｔ
企

業
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
中
小
企
業
へ
多
方
面
か
ら
の
財
務
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

さ
ら
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
一
〇
〇
％
を
達

成
し
な
け
れ
ば
地
域
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
現
在
は
、
決
済
代
行
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
の
で
、
手
数
料
が
高
く
な
る
上
、
現
金
化
へ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
が
進
ま
な
い
。
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
銀
行

の
参
画
が
不
可
欠
だ
。

二
〇
一
一
年
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
入
社
後
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
福
島
県
及
び
東
北
復
興
を
目
的
に
設
立
し
た
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
福
島
の
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
し
、
居
を
会
津
若
松
市
に
移
し
、
復
興
支
援
に
従
事
。
二
〇
一
四
年
か
ら
は
日

本
の
再
生
を
実
現
す
る
た
め
、
復
興
か
ら
地
方
創
生
へ
と
ス
テ
ー
ジ
を
移
し
、
首
都
圏
一
極
集
中
か
ら
分
散
配
置
論
を
提
唱
、
会
津
若
松

市
を
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
位
置
づ
け
、
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
地
方
創
生
事
業
を
推
進
し
、
会
津
発
で
の
地
方
創

生
モ
デ
ル
構
築
・
成
功
事
例
の
全
国
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
村
彰
二
朗
（
な
か
む
ら
・
し
ょ
う
じ
ろ
う
）

海老原城一・中村彰二朗〔2019〕

SmartCity 5.0
地方創生を加速する都市OS

インプレス

ス
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識
者
に
問
う

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
課
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

広
範
に
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
広
げ
る

山
本
英
生

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

金
融
事
業
推
進
部

デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
部
長

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
向
け
て
、
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
普
及
だ
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
地
域
内
の
決
済
情
報
を
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
で
一
括
し
て
収
集
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の
機
を
逃
す

手
は
な
い
。
銀
行
は
、
決
済
代
行
業
者
の
台
頭
に
伴
い
、
以
前
は
把
握
で
き
て
い
た
各
家
庭
の
支
出

―
電

気
代
、
ガ
ス
代
、
水
道
代
な
ど
、
何
に
い
く
ら
使
っ
た
か
と
い
う
情
報
が
、
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
情
報
を
今
一
度
把
握
す
る
こ
と
が
、
顧
客
を
よ
り
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
対
個
人
の

み
な
ら
ず
、
対
法
人
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
地
域
の
決
済
情
報
を
獲
得
し
た
上
で
、
そ
れ
を
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
活
用
し
た
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し
た
り
す
る
の
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
基
本
的
な
ス
ト

ー
リ
ー
と
な
る
。

　

金
融
機
関
が
よ
り
広
範
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、「
セ
ン
シ
ン
グ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
」
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
た
な
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
金
融
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
高
度
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
い
う
。
対
象
と
な
る
企
業
が
製
造
業
な
ら
、
例
え
ば
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
電
気
使
用
量
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
工
場
の
稼
働
状
況
を
推
測
す
る
。
そ
の
デ
ー
タ

を
基
に
そ
の
企
業
の
業
績
を
予
測
し
て
貸
出
金
利
を
変
え
た
り
、
融
資
の
返
済
方
法
を
調
整
し
た
り
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
小
規
模
な
事
業
者
に
対
し
て
は
、
水
道
や
電
気
の
使
用
デ
ー
タ
を
取
得
で

き
れ
ば
、
日
々
の
稼
働
状
況
を
低
い
コ
ス
ト
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
低
利

で
の
融
資
が
で
き
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
融
資
を
展
開
、
日
本
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
顧
客
が
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
自

動
車
を
購
入
す
る
際
、
自
動
車
に
特
殊
な
装
置
を
付
け
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
装
置
に
よ
り
顧
客
の
行
動
デ

ー
タ
を
取
得
し
つ
つ
、
ロ
ー
ン
の
返
済
が
滞
っ
た
際
に
は
自
動
車
を
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
差
し
押
さ
え
が

で
き
る
。
主
に
貧
困
層
を
対
象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。
こ
れ
ま
で
融
資
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
人

や
企
業
に
も
融
資
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
顧
客
に
よ
っ
て
は
デ
ー
タ
を
操
作
し
て
不
正
を
働
く

こ
と
も
あ
り
え
る
た
め
、
取
得
デ
ー
タ
の
信
用
性
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
が
必
要
だ
。

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
に
て
、
金
融
機
関
の
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化
に
貢
献
。
Ｉ
Ｔ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
な
ど
の
幅
広
い
知
見
を
背
景
に
し
た
金
融
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
提
言
も
多
い
。「
セ
ン
シ
ン
グ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
造
語
の

生
み
の
親
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ト
レ
ン
ド
を
ま
と
め
た
金
融
版
『NTT DATA Technology Foresight

』
の
責
任
者
で
も
あ
り
、
金
融
分

野
で
の
先
進
技
術
領
域
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ン
ド
の
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
る
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
。

山
本
英
生
（
や
ま
も
と
・
ひ
で
お
）

ス

若林 恵（責任編集）〔2019〕

NEXT GENERATION GOVERNMENT
次世代ガバメント 小さくて大きい政府のつくり方

日本経済新聞出版
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データで 見る ファイナンスする
スマートシティを

世界のスマートシティのサービス提供分野（20都市・933アプリ分析）
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渋滞を改善するために個人情報
を開示しても良い

犯罪を減らすための顔認証技術
に抵抗がない

インターネットで情報を入手で
きるようになったことで、行政
への信頼が高まったと感じる
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インパクト投資とは

世界各都市の個人情報開示についての市民の反応

注）�n=82。スマートシティ・インスティテュート賛助会員である地方自治体へのアンケート調査の回答。スマートシティを推進する上
で必要な項目に対し、「全くできていない」「あまりできていない」の回答が多かったものを上から 7つ抜粋。

出所）�一般社団法人スマートシティ・インスティテュート（2021）「第 1回スマートシティ推進に関するアンケート調査〈調査結果概要〉」
より作成。

注）�世界 109カ国の都市を対象に、各都市 120人の市民に行われた、自分が暮らす街への評価に関する調査。スマートシティの指標と
なる「健康と安全」「モビリティ」「アクティビティ」「雇用や教育の機会」「ガバナンス」の主要分野のうち、プライバシー情報に関
する質問への回答割合を比較。

出所）� Institute�for�Management�Development、Singapore�University�for�Technology�and�Design�（2020）“Smart�City�Index�
2020” より作成。

注）�延世大学が開発したグローバル・スマートシティ開発指標をもとに、20都市における 933のアプリやウェブを調べ、スマートシティ
のサービス提供分野を分析した結果。

出所）�Junghoon�Lee�et�al.�（2019）“2019�Smart�Cities�Index�Report”.�Yonsei�Information�Systems�Intelligence�Lab
� 2019�Smart�Cities�Index�Report

出所）�GIIN（2020）『インパクト投資家に関する年次調査　2020 年版』、GSG国内諮問委員会（2020）『インパクト投資拡大に向け
た提言書 2019』、同（2021）『日本におけるインパクト投資の現状と課題－ 2020年度調査－』、ブルー・マーブル・ジャパン『イ
ンパクト投資を加速させる　社会的インパクト評価・マネジメントの手法』、社会変革推進財団（2020）『インパクト投資の動向
と課題』、ニッセイアセットマネジメント（2020）『上場株式投資におけるインパクト投資活動に関する調査』より作成。

日本のスマートシティ：自治体が考える推進課題

財務的リターンに加え、ポジティブで測定可能な社会的・環境的インパクトを生み出す
ことを意図する投資行動。金融機関や個人投資家達が資金提供する。

インパクト投資の一つである「ソーシャル・インパクト・ボンド」は、事業者の成果に
応じて、行政が資金提供者、もしくは、事業者に報酬を支払う官民連携の投資手法。

・インパクト評価手法の確立
　　→インパクトを測るための十分なデータやエビデンスの開示基準の設計が必要。

・経済的なリターンは一般的なマーケットレートを下回る場合がある。

概要

課題

インパクトの測定には主に「国連持続開発可能目標（SDGs）」や、GIIN が開発した「IRIS
指標カタログ」などが利用される。

成果
測定

その他　8

環境・エネルギー　6

ビジネス・経済　4

教育　4

住居　3

公共の安全　3

人口動態　1

交通　33（％）

観光　23都市行政　8

健康・ソーシャル
サービス　7

70（％）（％）

資金調達方法やマネタイズ方法の確立

自律自走可能なビジネスモデルへの変換

合意形成に必要なガバナンス体制の構築

市民の参加意識の高揚

規制緩和・特区申請等の適時適切な実施

アーキテクトの発掘・任命

スマートシティ担当部署や指揮命令系統の設置
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